
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔表紙について〕 

「教育実践研究」は，人間・実践・情報の 3 分野から構成された教育実践

総合センターの発足により 2000 年 7 月に創刊され，改組後も教育実践を重

視する趣旨が変わらないことから，次世代型学び研究開発センターに引き継

がれた．表紙等のデザインは，創設期からの実績を尊重し今後の発展を祈っ

て，当時のものをそのまま継承している．次の文章は創刊当時に表紙をデザ

インしてくださった橋本光明先生の言葉である． 

 

 人間・実践・情報の各分野は，教育の三嶺であり銀峰である．右から｢人｣

｢実｣｢情｣の稜線や沢筋が，新しい教育実践総合センターを織りなし有機的な

山容をつくりあげ，教育理念が天空につながることを祈りつつ表現した． 

 今，陽が昇る．各分野の山襞が斜光線によって輝き，21 世紀の光と風の中

で山（三）体が充実，発展しながらそれぞれの色合いを増していく． 

                信州大学名誉教授  橋 本  光 明 
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